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図7－2－11釦 光 鉾（先端の遠別部  

分）×77   

向久保健蔵『The筆』日貿出版社より  
図7213 墨をつけて洗った状態  

の羊毛筆（表面×77）   

向久保健蔵『The筆』日貿出版   

社より  

ぜ
て
使
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
 
 

い
た
ち
 
 

＜
馳
毛
＞
戯
の
毛
は
丈
が
短
い
の
で
主
に
小
筆
に
用
い
ら
れ
 
 

る
。
キ
ッ
先
が
よ
く
利
き
、
墨
含
み
も
よ
く
、
か
な
り
粘
り
も
 
 

あ
る
の
で
、
割
合
複
雑
な
線
状
も
出
せ
る
。
し
か
し
、
摩
擦
に
 
 

よ
る
消
耗
率
が
高
く
、
高
級
品
に
用
い
ら
れ
る
。
 
 

て
ん
 
 

∧
家
宅
＞
詔
は
毛
に
ふ
く
ら
み
が
あ
り
、
毛
先
に
弾
力
が
あ
り
 
 

粘
り
も
あ
る
。
尾
の
部
分
が
最
上
品
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

囲7－2－12 羊毛（小皮・皮質・髄）×600  

向久保健撒『The筆』日貿出版社より  
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じ
申
こ
㌢
フ
 
 

∧
靡
香
猫
（
香
触
）
毛
＞
太
く
て
粗
い
毛
で
、
弾
力
に
乏
し
い
の
で
、
 
 

亮
の
よ
う
に
柔
ら
か
く
、
肩
か
ら
腰
に
か
け
て
は
剛
い
の
で
、
う
ま
く
使
い
こ
な
す
と
面
白
い
線
質
が
 
 

出
せ
る
。
他
の
毛
と
混
用
し
て
小
筆
に
仕
上
げ
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
 
 

＜
狼
篭
＞
狼
で
は
な
く
、
朗
属
の
野
鼠
の
毛
。
毛
先
が
よ
く
利
き
、
弾
力
も
あ
る
が
、
丈
が
短
い
の
で
小
筆
に
用
い
ら
れ
る
。
 
 

り
す
 
 

∧
栗
鼠
毛
∨
栗
鼠
毛
は
細
く
て
柔
軟
で
あ
る
が
、
弾
力
に
乏
し
い
た
め
、
他
の
毛
と
混
ぜ
て
用
い
ら
れ
る
。
毛
が
美
し
い
の
で
化
粧
 
 

毛
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
 
 

使
用
量
の
少
な
い
も
の
 
 

頻
回
い
た
 
 

ヂ
ケ
～
 
 

√
一
 
 
 

∫
′
・
 
 

第
二
節
 
熊
野
撃
の
生
産
と
流
通
 
 

∵
 ∴
◆
 
 

の
ぶ
す
ま
 
 

∧
野
裏
毛
＞
む
さ
さ
び
と
い
わ
れ
る
動
物
の
毛
で
、
相
当
強
い
弾
力
が
あ
り
、
か
つ
、
細
い
尖
端
は
羊
 
 

美
音
 
 図72－15 人髪の筆  

左より胎髪（赤毛）同（黒毛）同（縮れ毛）頭  

髪（八十粗）（六歳幼女）  

木村陽山『筆』大学堂書店より  

＼
 
 萄

‥
∵
∵
無
げ
い
 
 

も
、
 
 
耳
養
い
ン
く
∵
く
 
 
 

ノ
∵
 
 

税
㍉
 
∴
バ
し
∵
ぺ
打
 
 

他
の
毛
と
混
用
し
て
用
い
ら
れ
る
。
毛
の
性
が
野
余
に
似
て
、
 
 

＼
．
 
 

＼
 
 

図72－16 鳥毛の筆（和筆）  

左より 孔雀 雉 礁島 鴨 ホロホロ鳥 七面  
鳥（羊毛況）山鳥  

木村陽山『筆』大学堂書店より  
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胎毛筆とは▲＝………文字通り給電（誕生後、初めて堅を切る時の頸毛）て作る窄で、  
蓄から、雲重家の悶では大変良い評価を得ております。  

年ごとに高まる感動…‥  
お父さん、お声さんにお尋ねします。  
もし、嗣白分の胎毛筆ガあったらと想像してみて  
下さい。やわらかな胎毛筆の宇ざわりは、お子  
さんの成長につれて益々感動を高める、まさに  
永遠の記念品です  

一生一度のチャンス・・…  
華の命は毛先こあります。生まれた  
ままの頭毛の毛先でなければ撃と  
しての価噸ガありません。もち  

ろん記念品としても、やわら  

かな触覚ガ失われてしまい  
ます。  

図7－2－14 胎毛筆のチラシの一例  

∴∫し1  



れ
る
。
 
 
 

そ
の
他
、
豚
毛
、
猥
毛
、
水
牛
毛
、
猪
毛
、
熊
毛
、
犬
毛
、
胎
毛
、
な
ど
も
使
わ
れ
る
。
 
 

＜
鶏
毛
＞
頸
部
の
毛
を
多
く
用
い
る
が
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
も
用
い
ら
れ
る
。
獣
毛
と
比
べ
る
と
綿
毛
の
よ
う
な
感
触
が
特
徴
的
で
 
 

あ
る
。
 
 

や
ま
ど
り
 

お
し
ど
り
 
 
 

そ
の
他
、
鶴
、
雉
、
山
雉
、
孔
雀
、
鴛
喬
、
雁
、
焉
、
白
鳥
、
嶋
な
ど
の
毛
も
用
い
ら
れ
る
。
 
 

つ
ち
 
 

＜
竹
筆
∨
竹
の
尖
を
細
か
く
割
っ
て
槌
で
軽
く
叩
き
、
穂
先
ほ
最
も
柔
ら
か
く
叩
き
ほ
ぐ
し
て
、
全
体
の
形
を
毛
筆
の
様
に
尖
ら
せ
 
 

て
削
っ
た
も
の
で
、
独
特
の
線
を
表
わ
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
 
 

ひ
の
き
 
 

∧
檜
筆
＞
檜
皮
の
柔
ら
か
い
所
を
薄
く
小
片
に
し
た
も
の
を
い
く
片
か
括
り
、
尖
を
鉛
筆
の
よ
う
に
削
っ
て
使
う
も
の
。
マ
ジ
ッ
ク
 
 

イ
ン
キ
の
共
に
近
い
感
触
で
あ
る
。
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′
J
・
 
 
 

厨
β
 

ノ
 
 

図7－2－17 草 木 筆  

左より 竹（四方竹） 竹（小） 筆草  

ばら 竹（大）  

木村陽山『筆』大学堂書店より  

尖
端
と
根
元
ほ
細
く
、
中
心
が
太
い
の
で
、
用
法
に
よ
っ
て
は
面
白
 
 

い
線
も
出
せ
る
。
色
彩
が
美
し
く
、
化
粧
毛
に
も
用
い
ら
れ
る
。
 
 

そ
し
ゆ
 
 

∧
鼠
琉
＞
和
筆
で
鼠
皐
・
鼠
竃
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
豚
や
狸
の
毛
 
 

小
目
－
 
 

を
使
っ
た
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
蒔
画
筆
（
板
東
筆
）
は
純
粋
の
 
 

も
の
に
限
る
と
い
わ
れ
る
。
 
 

き
ん
ば
か
も
し
か
と
な
か
い
 
 

∧
山
鳥
毛
＞
馴
腱
、
冷
鹿
の
毛
で
、
非
常
に
太
く
、
馬
毛
よ
り
剛
強
 
 

で
あ
る
。
今
日
で
は
、
佐
良
山
馬
は
ほ
と
ん
ど
入
手
困
難
で
あ
る
。
 
 

＜
狐
毛
＞
数
セ
ソ
チ
位
の
も
の
し
か
採
れ
な
い
の
で
、
小
筆
と
し
て
 
 

用
い
ら
れ
る
。
剛
・
柔
が
中
間
く
ら
い
で
、
と
く
に
仮
名
に
は
喜
ば
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図7－218 三毛チ関都卦町道只と材料  

図7－2－20 番隻遭工程  

向久保健蔵『The筆』日貿出版社より  

裡
ノ
毛
 
 

鹿
一
毛
 
 

∧
木
筆
＞
梵
字
等
を
書
く
の
に
用
い
た
筆
で
、
柳
が
よ
い
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

わ
ら
 
 

＜
藁
筆
∨
主
と
し
て
毛
筆
の
限
界
を
越
え
た
大
字
用
に
造
 
 

ら
れ
る
。
 
 

せ
ん
ば
う
せ
ん
ぴ
つ
 
 
 

そ
の
他
、
仙
茅
撃
、
薦
筆
、
筆
草
な
ど
も
あ
る
。
 
 

る
。
穂
首
の
完
成
ま
で
に
八
工
程
、
軸
、
糊
固
め
、
キ
ャ
 
 

ッ
プ
か
け
、
銘
彫
刻
の
各
工
程
で
あ
る
（
向
久
保
健
蔵
『
T
h
 
 

製
造
工
程
の
大
別
 
 

女
工
洞
 
 

八
＝
＝
軋
胤
 
 

∧
＝
＝
〓
〓
〓
〓
＝
 
 

2
 
製
造
工
程
 
 
 

熊
野
筆
の
製
造
の
工
程
は
、
大
別
 
 

す
れ
ば
一
二
の
工
程
に
分
け
ら
れ
 
 

図7－2－21原毛の形  

筆
』
参
照
）
。
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図7－2－19 毛筆の主な製作工程  

熊野筆事業協同組合の資料を参考  

第
二
節
 
熊
野
繋
の
生
産
と
流
通
 
 

製作工程3 毛 揃 え  

揉んだ毛を櫛抜きして綿毛を取り除き、  

少最ずつ指先きで抜き取り毛先を積み  
重ねて毛揃えします。  

製作工程1 選毛、毛組み  

筆の穐撲により、それぞれ必要な原料  

を選毛し、量り組合せをします。  

作業をしているのほ羊毛の良し悪しを  
選別しているところ。  

製作工程4 逆毛、摩れ毛取り  製作工程2 火のし、毛揉み  

毛揃えした、一掟り泣いの毛の造を完  

全に毛先に揃えて、小刀で逆毛、摩れ  

毛等を指先の感触の働きにより抜きと  
ります。  

毛揉みは各種の原毛に籾殻を焼いた灰  
をまぶし、火のしを適当にあて、速か  

に、鹿皮に巻いて揉み乍ら毛の素性を  

直し、油を抜きとります。  

この工程は墨含みを良くするため大切  
な作業です。   

743  



第
七
草
 
鮨
野
の
筆
 
 
 

製作工程7 芯 立 て  

練り交ぜた毛の適量をと り、芯立筒  

（コマ）に入れて太さを規格に合わせ  

ます。写貢は出来ばえを指先の感触で  

試しているところで、不必要な毛は更  

に抜き取り、乾燥させます。   

製作工程5 寸 切 り  

命毛、喉、腹、腰（命毛ほ先端、喉は  

先端に近く腹はこれにつく阜、腰は下部）  

とそれぞれの寸に切り分ける。各種の  

毛、第一段（命毛）は小筆の場合、狸、  

朗、猫等の毛を用い、柔毛では上質の  

羊毛を使用する。二段の毛（喉）は墨  

含みをよくするため羊毛を用い、三段、  

四段、五段（膜、腰）の毛は弾力をつ  

けるため、剛毛（鹿毛）等を使用する。  

製作工程8 衣毛（上毛）巻き  

衣毛は芯の原毛より上質の毛を芯の練  
り交ぜとほぼ同じ工程をたどって作っ  
たもので、薄く延して乾いた芯に巻き  

つけて更に乾燥させます。  

製作工程6 繰り交ぜ  

寸切りした毛を、蒔くのはし、幾度も  

折返し交ぜあわせる。さらに残ってい  

る逆毛等を取り除き完全に交ぜて薄糊  
をつける。  
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製作工程1†仕 上 げ  

糊を穂首（毛の部分）に充分含ませて  

聯でとき糸を穂首に巻きつけ、まわし  

ながら、不必要な糊を除き型を整え乾  

燥させ、キャップをはめます。  

製作工程9 糸 締 め  

乾燥したら根元を麻糸でしめて焼きご  
てをあて少々焼いて速に締める。これ  

で筆の穂首（毛の部分）が完成します。  

‘′、 

も．1もごご－・ミ鳩ジ  

製作工程12 銘 彫 刻  

彫刻の要領ほ三角刃で酬を廻す働きを  
主として大体運輩順の反対コースをた  
どって彫ります。こうして一本の繋が  

完成されます。  

製作工程10 く り込み  

一定した長さの軸を回転させながら小  
刀で穂首をはめる部分の肉を削り取り  
穂首を接着剤にて固着させます。  

荘 園7220とは若干呼称等相違している。  
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Ⅲ
 
選
毛
。
筆
の
種
煩
や
特
徴
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
原
料
（
原
毛
）
を
選
び
だ
す
。
選
毛
は
、
特
に
山
羊
 
 
 

選
毛
と
毛
組
 
 
毛
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
る
。
 
 
 

山
羊
毛
は
、
薄
皮
に
付
い
て
い
る
。
そ
の
一
房
ご
と
に
手
に
取
っ
て
肉
眼
で
選
別
す
る
。
先
の
良
い
も
の
、
根
元
か
ら
先
ま
で
光
 
 

沢
が
あ
り
、
先
端
に
ゆ
く
に
し
た
が
っ
て
細
く
な
っ
て
い
る
も
の
、
先
の
短
い
も
の
、
光
沢
の
な
い
も
の
、
特
に
丈
の
長
い
も
の
、
 
 

短
い
も
の
等
に
選
り
分
け
る
。
馬
毛
の
ば
あ
い
は
、
毛
先
、
色
、
丈
に
よ
り
選
別
す
る
。
 
 
 

伺
 
毛
組
。
筆
の
種
類
や
特
性
を
考
え
て
、
適
量
の
原
毛
を
組
み
合
わ
せ
る
。
毛
組
み
は
、
選
毛
と
と
も
に
、
特
に
多
年
の
経
験
 
 

が
必
要
と
さ
れ
る
。
 
 
 

毛
組
は
、
製
作
さ
れ
る
筆
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
一
様
で
は
な
い
。
太
宰
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
そ
の
配
合
の
割
合
を
示
す
 
 

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

〔貢「蚕〕 （小 筆）  

1の毛・・…・羊毛・裡毛・馬尾 馬毛・イタチ毛・羊毛  

狸毛・描毛  
2の毛＝・・・ギ毛・馬尾  イタチ毛・羊毛・  

じや香箔  
3の毛・・・・・・羊毛■  羊毛・馬毛  

4の毛・－・・鹿毛  鹿毛・羊毛・馬毛  
馬毛・鹿毛   順の毛  

（5の毛）  

・・・…鹿毛・眉毛  

図7－2－22 毛筆の形造り  

一
の
毛
・
…
‥
山
羊
毛
、
狸
毛
、
馬
尾
（
天
尾
）
を
 
 

全
体
の
約
二
〇
％
の
量
に
す
る
。
 
 
 

二
の
毛
…
…
山
羊
毛
、
馬
毛
等
を
全
体
の
約
一
 
 

〇
％
の
量
に
す
る
。
 
 
 

三
の
毛
、
四
の
毛
…
…
あ
わ
せ
て
全
体
の
三
五
 
 

％
く
ら
い
の
山
羊
毛
、
鹿
毛
と
す
る
。
 
 
 

五
の
毛
…
…
鹿
毛
、
馬
フ
リ
（
弾
力
の
あ
る
も
 
 

の
）
を
、
全
体
の
約
三
五
％
程
度
に
組
み
合
わ
せ
 
 
 

る
。
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は
、
摩
れ
毛
も
取
り
除
く
（
摩
れ
毛
取
り
）
。
こ
の
工
程
は
、
普
通
は
省
略
さ
れ
る
が
、
毛
先
が
入
り
乱
れ
た
り
し
た
時
な
ど
に
実
施
 
 

さ
れ
る
。
 
 
 

川
－
2
 
櫛
抜
き
（
允
混
ぜ
）
。
櫛
抜
き
を
し
な
が
ら
、
盆
仮
の
上
に
平
均
し
て
ひ
ろ
げ
て
、
混
ぜ
合
わ
せ
る
。
 
 
 

川
－
3
 
火
の
し
。
盆
板
の
上
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
毛
に
、
ま
ん
べ
ん
な
く
粗
訝
の
灰
を
ふ
り
か
け
、
火
の
し
器
で
押
え
て
加
熱
す
 
 

る
。
こ
の
際
、
温
度
は
摂
氏
一
〇
〇
～
二
〇
〇
度
に
達
す
る
。
 
 
 

伺
－
4
 
毛
揉
み
。
火
の
し
さ
れ
た
毛
を
、
素
早
く
鹿
皮
に
強
く
巻
き
こ
み
、
始
め
は
柔
か
く
順
次
力
を
加
え
て
も
み
こ
む
。
こ
 
 

の
時
に
ほ
、
毛
を
折
ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 

第
二
節
 
熊
野
筆
の
生
産
と
流
通
 
 

籾 穀 灰  
」
 ．
 
 

（3）－3（3）4（3）5  

毛
 
組
 
み
 
 
 

（
綿
毛
取
り
）
 
 

図7「2－23 毛 揉  み  

た
だ
し
、
三
の
毛
、
四
の
毛
は
、
一
の
毛
、
二
の
毛
が
さ
が
る
ば
あ
い
も
あ
る
。
 
 

刷
 
毛
揉
み
。
毛
揉
（
も
）
み
は
、
各
種
の
原
毛
に
籾
殻
（
も
み
が
ら
）
を
焼
い
た
 
 
 

毛
揉
み
と
寸
切
り
 
 

灰
を
ま
ぶ
し
、
火
の
し
を
適
当
に
あ
て
、
速
か
に
、
鹿
皮
に
巻
い
て
、
揉
み
な
 
 

が
ら
毛
の
素
性
を
た
だ
し
、
油
分
を
抜
き
と
る
。
こ
の
工
程
の
目
的
は
、
毛
の
曲
り
を
修
正
し
、
あ
わ
 
 

せ
て
筆
の
墨
含
み
を
良
く
す
る
た
め
に
油
抜
き
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
 
 
 

伺
－
1
 
櫛
抜
。
獣
毛
の
綿
毛
を
取
り
去
る
工
程
で
あ
る
。
毛
に
金
榔
を
か
け
て
、
綿
毛
を
取
り
、
 
 

ふ
た
た
び
毛
に
櫛
を
あ
て
て
、
そ
の
櫛
の
員
よ
り
綿
毛
の
つ
い
て
い
な
い
毛
を
ぬ
き
だ
す
。
 
 
 

逆
毛
返
し
。
毛
揉
み
等
に
よ
り
毛
先
が
入
れ
違
っ
た
（
逆
毛
）
時
に
、
毛
の
根
元
が
太
く
先
端
に
向
っ
 
 

て
し
だ
い
に
細
く
な
っ
て
い
る
性
質
（
こ
れ
を
テ
ー
パ
ー
と
い
う
）
を
利
用
し
て
、
向
き
を
整
え
る
過
程
。
 
 
 

毛
を
板
の
上
に
薄
く
の
せ
、
真
申
に
板
の
端
を
当
て
、
前
後
に
す
り
つ
け
る
と
、
毛
は
互
い
に
根
元
 
 
 

（
太
い
方
）
に
分
か
れ
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
片
方
を
返
し
て
、
毛
先
を
そ
ろ
え
る
。
ま
た
、
こ
の
過
程
で
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て
て
切
る
。
 
 
 

印
－
4
 
寸
切
り
（
三
の
毛
）
。
主
に
山
羊
毛
を
用
い
、
一
の
毛
よ
り
一
・
二
セ
ソ
チ
（
四
分
）
ほ
ど
下
げ
て
切
る
。
 
 
 

因
－
5
 
寸
切
り
（
四
の
毛
）
。
主
に
鹿
毛
が
中
心
と
な
る
。
一
の
毛
に
準
じ
、
四
の
毛
は
約
一
・
五
セ
ソ
チ
（
五
分
）
の
と
こ
ろ
を
、
 
 

少
し
ず
つ
ず
ら
せ
な
が
ら
切
る
。
 
 
 

（4）－1（4）【2（4）－3（4）－4（4）5（4）一6（4）7  
ほ
 

′
、
 

第
七
草
 
熊
野
の
筆
 
 

寸
切
り
（
二
の
毛
）
。
主
に
山
羊
毛
、
馬
尾
が
使
用
さ
れ
、
一
の
毛
に
準
じ
て
、
二
の
毛
の
寸
木
（
三
～
五
ミ
リ
さ
げ
）
を
当
 
 

図7－2－24   寸
 
 

切  

川
－
5
 
楢
掛
け
。
さ
ら
に
金
櫛
を
か
け
て
毛
を
そ
ろ
え
る
。
 
 
 

以
上
の
工
程
で
、
逆
毛
、
摩
れ
毛
等
を
指
先
の
感
触
の
働
き
に
よ
り
、
小
刀
で
抜
き
と
り
、
一
握
り
程
度
 
 

の
量
の
毛
先
を
完
全
に
そ
ろ
え
る
。
こ
う
し
て
揉
ん
だ
毛
を
、
少
量
づ
つ
指
先
き
で
抜
き
取
り
、
毛
先
を
積
 
 

み
重
ね
て
、
毛
揃
え
を
す
る
。
 
 
 

囲
 
寸
切
り
。
こ
の
工
程
は
、
主
に
撃
の
形
を
造
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
切
り
方
（
寸
切
り
）
お
よ
 
 

び
混
毛
に
よ
り
筆
の
形
（
恰
好
）
の
良
し
悪
し
が
き
ま
る
の
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
工
程
と
な
る
。
 
 
 

命
毛
（
一
の
毛
）
、
喉
（
二
の
毛
）
、
腹
（
三
、
四
の
毛
）
、
腰
（
五
の
毛
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
さ
に
、
寸
切
り
さ
れ
 
 

る
（
図
7
2
2
2
参
照
）
。
命
毛
に
ほ
、
柔
毛
で
、
上
質
の
毛
を
用
い
る
。
喉
に
は
、
墨
含
み
を
よ
く
す
る
た
 
 

め
の
毛
を
用
い
、
腹
、
腰
の
毛
に
は
、
弾
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
剛
毛
（
鹿
毛
な
ど
）
を
使
用
す
る
。
 
 
 

囲
－
1
 
先
寄
せ
。
毛
揉
み
が
終
わ
っ
た
毛
は
、
手
金
（
弓
形
に
曲
っ
た
平
た
い
金
属
板
）
に
の
せ
、
手
板
（
縦
 
 

二
〇
セ
ン
チ
、
横
幅
t
O
セ
ソ
チ
）
に
、
手
金
を
軽
く
た
た
き
つ
け
な
が
ら
、
振
動
さ
せ
、
先
を
そ
ろ
え
る
。
 
 
 

囲
1
2
 
寸
切
り
（
一
の
毛
）
。
主
に
山
羊
毛
の
先
の
良
い
品
物
、
狸
、
馬
尾
等
が
使
用
さ
れ
、
必
要
な
寸
 
 

木
（
丈
を
決
め
る
板
、
横
幅
約
八
セ
ソ
チ
、
厚
さ
約
五
、
1
、
リ
、
丈
幅
五
種
の
木
製
の
片
削
枇
）
を
当
て
、
ハ
サ
ミ
で
切
る
。
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野
撃
の
生
産
の
雁
史
的
推
移
は
、
遠
く
江
戸
時
代
の
末
ご
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
 
 

る
。
こ
の
節
で
ほ
、
鰭
野
撃
の
現
在
に
お
け
る
そ
の
構
造
的
特
徴
を
、
で
き
る
だ
け
客
観
的
な
資
料
等
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
す
 
 

る
。
ま
た
、
他
の
毛
筆
産
地
と
の
歴
史
的
・
構
造
的
比
較
検
討
を
通
じ
て
、
熊
野
筆
の
全
国
的
地
位
を
で
き
る
だ
け
明
ら
か
に
し
、
 
 

な
ぜ
熊
野
町
に
お
い
て
こ
れ
だ
け
筆
づ
く
り
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。
 
 
 

筆
に
関
す
る
参
考
文
献
や
資
料
等
は
、
本
節
に
お
い
て
特
に
く
り
か
え
し
使
用
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
若
干
の
注
釈
を
加
え
て
お
 
 

く
。
現
在
の
熊
野
筆
の
具
体
的
な
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
も
の
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
は
、
三
つ
あ
る
。
 
 
 

広
島
通
商
産
業
局
商
工
部
中
小
企
業
課
「
昭
和
四
十
九
年
度
モ
デ
ル
産
地
調
査
報
告
書
（
広
島
県
・
繋
画
筆
製
造
業
）
」
昭
和
五
十
年
 
 

三
月
（
「
広
島
通
産
モ
デ
ル
調
査
」
と
略
称
す
る
こ
と
あ
り
）
。
こ
の
調
査
ほ
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
末
現
在
で
、
広
島
県
書
画
筆
協
同
組
 
 

合
加
入
企
業
〓
七
社
を
対
象
と
し
て
、
調
査
票
を
配
布
し
、
回
答
の
あ
っ
た
六
〇
企
業
に
つ
い
て
集
計
し
（
回
収
率
五
一
・
三
％
）
、
 
 

と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
調
査
と
し
て
は
、
全
体
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
た
お
そ
ら
く
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
 
 

れ
る
。
 
 第

二
節
 
熊
野
筆
の
生
産
と
流
通
 
 

熊
野
董
の
調
査
資
料
 
 

第
二
節
 
熊
野
筆
の
生
産
と
流
通
 
 

一
熊
野
筆
の
生
産
 
 
 

熊
野
町
は
、
〝
全
国
一
の
筆
の
産
地
″
と
し
て
、
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
熊
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れ
、
安
定
し
て
永
く
使
わ
れ
て
き
た
の
は
獣
毛
で
あ
る
。
鳥
の
毛
を
使
っ
た
筆
は
、
趣
味
的
性
格
が
強
く
、
獣
毛
 
 

と
は
ぼ
同
じ
よ
う
な
条
件
の
筆
を
造
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
鳥
の
羽
根
の
場
合
は
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
て
、
お
も
し
ろ
い
線
 
 
 

第
七
章
 
熊
野
の
軍
 
 
 

国
民
金
融
公
庫
広
島
支
店
（
水
谷
・
矢
田
・
田
村
）
「
消
え
ゆ
く
個
性
1
伝
統
工
芸
品
熊
野
撃
」
昭
和
五
十
一
年
十
月
（
「
公
庫
広
島
調
 
 

査
」
と
略
称
す
る
こ
と
あ
り
）
は
、
「
広
島
通
産
モ
デ
ル
調
査
」
を
参
考
に
、
熊
野
筆
事
業
協
同
組
合
（
以
下
、
「
熊
野
筆
組
合
」
と
略
称
す
 
 

る
こ
と
あ
り
）
の
協
力
を
え
て
、
同
組
合
加
入
一
一
七
社
の
う
ち
六
〇
社
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
も
の
。
つ
ぎ
に
、
国
学
院
大
学
経
済
 
 

学
部
飯
塚
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
熊
野
毛
筆
産
業
実
態
調
査
報
告
」
昭
和
五
十
三
年
度
共
同
論
文
（
「
飯
塚
ゼ
ミ
調
査
」
と
略
称
す
る
こ
と
あ
り
）
 
 

は
、
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
的
に
一
軒
一
軒
聞
き
と
り
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
事
業
所
二
一
軒
、
パ
ー
ト
三
六
〇
肝
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
 
 

ト
調
査
を
実
施
す
る
一
方
、
熊
野
町
立
熊
野
中
学
校
の
三
年
生
と
広
島
県
立
熊
野
高
等
学
校
（
新
設
高
の
た
竺
一
年
生
）
に
協
力
を
求
め
 
 

て
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
「
広
島
通
産
モ
デ
ル
調
整
、
「
公
庫
広
島
調
査
」
、
「
飯
塚
ゼ
ミ
調
査
」
の
三
つ
は
、
熊
野
撃
の
生
産
構
造
の
全
体
的
 
 

解
明
の
た
め
の
貴
重
な
デ
ー
タ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
し
ば
し
ば
参
照
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
 
 

調
査
の
目
的
や
対
象
、
時
期
、
方
法
な
ど
が
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
 
 

は
、
熊
野
筆
の
現
在
に
お
け
る
お
よ
そ
の
様
子
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
そ
の
他
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
の
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

原
毛
の
種
輝
 
 

筆
の
原
料
と
し
て
は
、
主
に
獣
毛
、
鳥
、
植
物
の
三
つ
が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
い
ち
ば
ん
大
且
罠
造
ら
 
 

1
 
原
材
料
と
用
具
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図7－2－1羊毛の側面  
宮坂和雄『墨芸の菓』芸州堂より  

回7－22 羊毛の断面   

図72－3 狸毛の先端；1．OcInXlO3  

向久保健蔵『The筆』日‡て出版社より   
図7－24 馬毛の1印面×103  

向久保健蔵『The筆』日貿出版社より  
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っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
保
護
色
あ
る
い
は
警
戒
色
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
、
危
険
か
ら
身
を
守
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
粗
 
 

毛
は
、
先
端
部
は
細
く
、
中
央
部
が
太
く
、
基
部
が
ま
た
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
中
心
部
の
細
胞
は
円
形
 
 

に
な
っ
て
お
り
、
髄
質
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
粗
毛
の
な
か
で
特
に
長
大
な
も
の
を
、
刺
毛
と
呼
ぶ
。
刺
毛
は
、
強
靭
で
弾
力
や
光
 
 

沢
に
富
み
、
先
端
は
長
く
伸
び
て
い
る
。
 
 

一
方
、
内
毛
は
、
肌
毛
、
体
毛
、
軟
毛
、
綿
毛
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
粗
毛
の
下
に
動
物
の
体
に
密
着
す
る
よ
う
に
、
生
え
て
 
 

い
る
毛
で
あ
る
。
こ
の
毛
は
、
体
温
を
防
護
し
、
保
持
す
る
の
に
役
立
っ
て
お
り
、
顔
面
や
四
肢
の
下
部
と
尾
部
に
は
少
な
い
。
内
 
 

毛
の
特
徴
は
、
細
く
て
柔
ら
か
く
、
た
い
て
い
は
縮
れ
毛
で
波
状
に
屈
曲
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
髄
質
が
な
く
、
腰
が
な
 
 
 

毛皮の構造  
刺
毛
‥
粗
く
丈
夫
な
毛
 
 

綿
毛
‥
柔
ら
か
く
刺
毛
の
下
に
密
生
 
 

粗
毛
‖
刷
毛
と
綿
毛
の
中
間
 
 
 

第
七
牽
 
熊
野
の
筆
 
 

図7－2－5 毛皮の構造  

向久保健蔵『Tlle筆』日貿出版社より  

の
体
毛
は
大
き
く
、
外
毛
と
内
毛
に
分
け
ら
れ
る
。
外
毛
と
い
 
 

ぅ
の
は
、
硬
毛
、
針
毛
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
雨
雪
を
し
の
い
だ
り
、
内
毛
を
被
覆
す
 
 

る
た
め
に
裏
面
に
多
く
出
て
い
る
毛
で
、
太
く
て
長
く
、
だ
い
た
い
ま
っ
す
ぐ
に
な
 
 

っ
て
い
る
。
こ
の
外
毛
は
、
さ
ら
に
粗
毛
と
刺
毛
と
に
分
け
ら
れ
る
。
粗
毛
は
、
体
 
 

全
般
に
あ
っ
て
、
被
毛
の
外
観
を
な
し
て
い
る
部
分
の
も
の
で
、
特
有
の
色
彩
を
も
 
 

を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
植
物
の
繊
維
を
筆
に
仕
立
て
た
も
の
も
、
鳥
の
毛
 
 

の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
獣
毛
の
よ
う
に
安
定
し
た
製
品
を
大
量
に
造
る
こ
と
は
で
 
 

き
な
い
。
獣
毛
以
外
の
材
料
は
、
竹
筆
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
獣
毛
で
は
出
せ
な
 
 

い
よ
う
な
線
を
表
現
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
 
 

動
物
毛
の
特
色
 
 

動
物
毛
は
、
そ
の
特
徴
を
考
慮
し
て
毛
が
選
択
さ
れ
る
。
動
物
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∩
‖
曹
 
 

爵
相
打
l
 
 

図
関
田
出
 
 

と
こ
ろ
で
、
筆
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
外
毛
（
硬
毛
）
の
方
で
あ
る
。
硬
毛
の
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
で
先
細
り
に
な
っ
て
 
 

い
る
と
、
筆
に
製
造
し
た
と
き
具
合
が
よ
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
が
一
本
一
本
の
毛
を
寄
せ
集
め
る
働
き
を
し
や
す
く
し
、
書
い
て
も
 
 

筆
が
割
れ
に
く
い
。
ま
た
、
先
端
に
な
る
に
つ
れ
て
腰
が
次
第
に
弱
く
な
る
か
ら
、
寒
が
滑
か
に
動
き
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
8
た
 
 

だ
し
、
外
毛
は
損
傷
さ
れ
る
機
会
が
多
い
。
傷
ん
だ
り
切
れ
た
り
し
た
毛
ほ
筆
の
材
料
に
適
し
な
い
の
で
除
か
れ
る
。
内
毛
の
よ
う
 
 

に
毛
が
締
れ
て
い
る
も
の
は
、
規
則
正
し
く
並
べ
に
く
く
、
集
束
し
に
く
い
し
、
腰
が
な
い
の
で
穂
に
は
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
 
 

し
た
が
っ
て
、
筆
に
使
用
す
る
場
合
、
粗
毛
、
刺
毛
、
綿
毛
（
内
毛
）
の
中
か
ら
綿
毛
を
櫛
で
と
り
除
き
、
素
性
の
い
い
別
宅
、
粗
 
 

開
削
M
以
掴
 
り
毛
を
選
別
す
る
の
で
あ
る
。
 
 

相
関
M
出
凶
Z
柳
川
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図7－2－6 動物毛の鱗片囲  
季家正文『筆談墨史』（増補改訂）学芸苦杯より  

∧
水
毛
∨
ま
た
外
毛
の
毛
の
先
端
部
分
は
水
毛
と
い
い
、
半
透
明
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

こ
の
水
毛
は
、
風
雪
に
い
ち
ば
ん
接
す
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
逆
に
水
質
性
と
の
調
 
 

和
を
よ
く
す
る
の
で
、
墨
汁
に
よ
く
な
じ
む
撃
が
で
き
る
。
ま
た
、
水
毛
は
柔
ら
か
く
腰
が
 
 

弱
い
か
ら
、
紙
や
布
の
面
に
柔
ら
か
く
触
れ
て
、
自
由
に
滑
り
動
き
や
す
い
。
水
毛
の
あ
る
 
 

毛
で
作
っ
た
筆
は
、
穂
に
伝
わ
る
力
に
応
じ
て
紙
や
布
に
墨
汁
を
な
め
ら
か
に
移
し
、
自
由
 
 

な
運
筆
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

撃
の
生
命
は
、
穂
の
先
端
に
あ
る
命
毛
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
命
毛
に
 
 

は
、
質
が
良
く
、
水
毛
の
完
全
な
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
命
毛
の
弾
性
や
水
毛
の
耐
久
性
の
 
 

大
小
は
、
鋭
敏
に
筆
の
性
能
に
反
映
す
る
。
水
毛
が
長
く
丈
夫
な
ほ
ど
良
い
筆
に
な
る
。
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第
七
章
 
熊
野
の
筆
 
 

動
物
毛
は
、
皮
質
層
、
細
胞
層
、
髄
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
筆
の
原
料
を
選
択
す
る
さ
い
に
は
、
こ
れ
ら
の
 
 
 

動
物
毛
の
構
造
 
 物
理
的
性
質
も
考
慮
さ
れ
る
。
 
 
 

皮
質
層
の
最
外
層
に
あ
る
表
皮
細
胞
は
、
多
く
の
鱗
状
の
層
（
鱗
片
層
）
に
な
っ
て
お
り
、
魚
の
鱗
の
よ
う
な
形
を
し
た
硬
い
鱗
片
 
 

が
毛
の
先
端
に
向
か
っ
て
、
た
く
さ
ん
規
則
正
し
く
並
ん
で
い
る
。
こ
の
鱗
片
層
が
あ
る
た
め
に
、
水
や
墨
汁
は
毛
に
た
ん
に
付
着
 
 

す
る
だ
け
で
、
繊
維
組
織
の
内
部
ま
で
は
浸
み
込
み
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
濡
れ
て
も
腰
の
強
さ
が
保
持
さ
れ
る
。
ま
た
、
筆
の
穂
 
 

が
墨
汁
を
充
分
に
含
ん
で
、
穂
に
伝
わ
る
微
妙
な
刀
に
感
応
し
て
、
墨
汁
を
穂
先
に
向
か
っ
て
流
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
 
 

鱗
片
層
の
作
用
に
よ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
鱗
片
層
の
三
分
の
二
ぐ
ら
い
は
、
皮
質
屑
か
ら
浮
き
出
て
お
り
、
こ
の
部
分
が
隣
接
し
て
い
 
 

る
鱗
片
に
重
な
っ
て
い
る
。
こ
の
鱗
片
と
鱗
片
と
の
間
隙
に
墨
汁
が
浸
み
込
ん
で
、
筆
に
加
わ
る
力
に
応
じ
て
、
そ
の
墨
汁
が
押
し
 
 

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
鱗
片
の
大
き
さ
は
根
元
ほ
ど
大
き
く
、
先
端
に
な
る
ほ
ど
小
さ
く
な
り
、
水
毛
の
部
分
に
近
づ
く
 
 

と
、
鱗
片
層
と
皮
質
層
が
見
分
け
難
い
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
物
理
的
特
性
な
も
っ
た
動
物
の
毛
を
用
い
る
こ
と
に
よ
 
 

っ
て
、
根
元
ほ
ど
腰
が
強
く
、
先
端
に
な
る
に
つ
れ
て
腰
が
次
第
に
弱
く
な
っ
て
、
自
由
に
運
筆
で
き
る
筆
が
つ
く
ら
れ
る
の
で
あ
 
 

る
。
 
 

図7－2－7 毛の構  
造模型図   

向久保健蔵『The   

筆』日貿出版社よ  
l、   

次
に
、
細
胞
層
（
級
維
壁
、
織
維
組
織
な
ど
と
も
呼
ば
 
 
 

れ
る
）
は
、
動
物
毛
の
基
体
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
、
 
 

繊
維
の
性
質
を
支
配
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
楕
円
 
 

形
の
細
胞
が
い
く
つ
も
重
た
っ
て
お
り
、
メ
ラ
ニ
ン
 
 

色
素
と
い
う
色
素
蛋
白
を
含
み
、
毛
独
特
の
色
彩
を
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羊
毛
鱗
片
朽
造
 
 

羊
毛
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鱗
片
の
電
子
顕
微
鏡
像
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野
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図72－9 羊毛の鱗片  

宮坂和雄『墨芸の禁』芸州堂より  

悪
質
の
羊
毛
の
断
面
 
 

．
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普
通
の
羊
毛
の
断
面
 
 

良
質
の
羊
毛
の
断
面
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図7－2－10 羊毛の断面  

宮坂和雄『墨芸の棄』芸州堂より   



第
七
草
 
熊
野
の
筆
 
 

も
っ
て
い
る
。
細
胞
層
の
発
育
が
良
い
ほ
ど
毛
の
組
織
が
緊
密
で
厚
く
、
強
さ
も
弾
性
も
増
加
す
る
。
ま
た
、
水
が
浸
み
込
み
や
す
 
 

く
、
濡
れ
る
と
膨
潤
し
て
柔
ら
か
く
な
り
、
自
由
に
変
形
す
る
。
こ
の
組
織
が
膨
潤
の
限
界
を
こ
え
る
と
、
繊
維
の
腰
が
な
く
な
る
 
 

が
、
鱗
片
層
に
よ
っ
て
防
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
細
胞
層
は
、
繊
維
と
し
て
の
可
塑
性
、
捲
縮
性
、
弾
性
、
柔
軟
性
を
う
み
出
 
 

す
。
髄
の
細
胞
は
非
常
に
小
さ
く
、
メ
デ
ュ
ラ
と
も
い
わ
れ
、
海
綿
状
の
不
規
則
な
断
面
を
持
ち
、
ク
リ
ソ
ブ
ス
も
鱗
片
の
数
も
多
 
 

細
胞
層
が
大
き
く
、
髄
が
小
さ
い
毛
ほ
ど
、
穂
の
腰
に
粘
り
が
出
て
、
優
れ
た
弾
性
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
成
熟
し
た
毛
は
、
無
 
 

色
で
光
沢
が
あ
る
。
逆
に
、
細
胞
層
が
薄
く
、
髄
が
大
き
い
毛
は
、
や
わ
ら
か
く
て
弾
性
が
な
く
、
墨
汁
に
な
じ
み
に
く
い
。
こ
の
 
 
 

よ
う
な
毛
は
光
沢
も
悪
く
な
り
、
遂
に
は
乳
白
色
の
ケ
ソ
プ
と
よ
ば
れ
る
死
毛
と
な
る
が
、
死
毛
は
穏
の
材
料
と
し
て
は
役
立
た
な
 
 
 

い
。
こ
の
よ
う
に
、
穂
材
と
な
る
毛
は
、
鱗
片
周
に
欠
陥
が
な
く
、
よ
く
発
育
し
て
細
胞
層
が
大
き
く
髄
の
小
さ
い
も
の
が
厳
選
さ
 
 
 

れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

∧
羊
毛
∨
羊
毛
は
ほ
か
の
獣
毛
に
比
べ
て
細
く
、
鱗
状
で
縮
れ
て
い
る
た
め
、
毛
と
毛
の
間
に
空
間
が
で
き
、
墨
 
 
 

獣
毛
の
種
類
 
 含
み
が
よ
い
。
ま
た
、
非
常
に
柔
軟
で
、
穂
先
や
腰
が
自
在
に
動
き
、
し
か
も
弾
力
に
富
む
。
こ
の
よ
う
な
羊
毛
 
 

は
、
ほ
か
の
毛
を
混
入
し
な
く
と
も
よ
い
筆
と
な
り
、
寿
命
も
長
い
。
と
く
に
、
「
純
宿
羊
奄
」
は
突
端
が
細
く
尖
っ
て
柔
ら
か
 
 
 

く
、
高
級
品
で
あ
る
。
 
 

∧
馬
毛
＞
馬
毛
は
剛
強
で
丈
が
長
い
の
で
、
主
と
し
て
大
字
・
中
字
用
に
使
わ
れ
る
。
運
筆
は
割
合
楽
で
あ
る
が
、
繊
細
な
も
の
や
 
 

線
の
澗
な
ど
は
求
め
に
く
い
。
羊
毛
や
狸
箋
等
と
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
味
わ
い
が
出
る
。
尻
尾
の
毛
（
「
馬
尾
毛
」
）
は
、
毛
尖
が
よ
 
 

く
弾
力
に
も
富
ん
で
い
る
。
美
し
い
の
で
化
粧
筆
に
も
用
い
ら
れ
る
。
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弱
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
狸
毛
に
は
根
元
に
腰
の
強
い
毛
を
混
ぜ
て
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
軽
妙
な
趣
向
を
表
わ
す
の
に
効
果
 
 

的
で
あ
る
。
 
 

∧
猫
毛
∨
猫
毛
は
毛
が
短
い
の
で
小
筆
が
中
心
と
な
る
。
「
玉
毛
」
と
も
呼
ば
れ
る
猫
毛
は
、
綿
毛
が
多
い
の
で
、
穂
に
適
し
た
旋
 
 

毛
を
選
び
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
毛
の
質
が
最
も
良
い
の
は
、
走
り
毛
と
い
わ
れ
る
背
筋
、
肩
の
毛
で
あ
る
が
、
量
が
少
な
い
 
 

の
で
高
価
で
あ
り
、
そ
の
う
え
早
く
消
耗
す
る
。
 
 

∧
兎
毛
＞
元
の
毛
は
兎
亮
と
呼
ば
れ
、
毛
先
が
鋭
く
弾
力
に
富
ん
で
お
り
、
強
く
美
し
く
速
く
苦
け
る
。
細
楷
速
書
用
筆
と
し
て
は
 
 

理
想
的
で
あ
り
、
粘
り
と
耐
久
力
が
抜
群
で
あ
る
。
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
毛
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
、
極
少
畳
が
羊
毛
に
混
 
 

第
二
節
 
熊
野
筆
の
生
産
と
流
通
 
 

羊尾  
図7－2－8 羊一・▲田の原毛分布図   
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＜
鹿
毛
∨
鹿
毛
は
柔
ら
か
い
が
羊
毛
よ
り
も
剛
く
、
耐
久
 
 

性
も
乏
し
い
。
ま
た
、
毛
自
体
に
ふ
く
ら
み
が
あ
り
、
水
 
 

含
み
が
よ
く
弾
力
が
あ
る
の
で
、
芯
や
中
程
よ
り
根
元
に
 
 

使
用
さ
れ
る
。
鹿
毛
は
洗
う
と
汚
れ
が
落
ち
や
す
い
の
 
 

で
、
一
本
の
筆
で
発
色
に
も
使
い
分
け
が
で
き
、
画
筆
 
 

・
㌧
卜
 
 

や
、
ぼ
か
し
用
の
刷
毛
な
ど
に
適
し
て
い
る
。
 
 

∧
狸
毛
＞
狸
の
毛
は
、
生
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
 
 

毛
の
質
、
弾
力
な
ど
が
異
な
る
が
、
羊
毛
に
比
べ
て
太
く
 
 

て
剛
い
。
狸
毛
は
、
根
部
が
細
く
て
、
先
端
に
な
る
に
つ
 
 

れ
て
太
く
な
る
の
が
特
徴
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
毛
先
は
弾
力
 
 

が
あ
っ
て
丈
夫
で
あ
る
が
、
板
元
に
近
く
な
る
は
ど
腰
が
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